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タニウム、AI とセキュリティの革新により Autonomous IT を加速 

RSAC 2026で発表された新たなプラットフォーム機能により、セキュリティ運用、エクスポージャー管

理、エンドポイント管理が AI とリアルタイムインテリジェンスで進化 

 

当資料は、2026年 3月 24日に米国で発表されたニュースリリースの抄訳です。 

 

カリフォルニア州エメリービル — 2026年 3月 24日 — AI を活用した自律型 IT <Autonomous IT> の

リーダーであるタニウムは本日、世界最大かつ最も影響力のあるサイバーセキュリティカンファレンスにおいて、自律的

な運用とセキュリティの実現を加速させる大規模な進化を発表しました。 

 

Omdia のエンドユーザーコンピューティングおよびユーザープロテクション担当プリンシパルアナリストであるゲイブ・ヌー

ス氏は、次のように述べています。 

「IT およびセキュリティチームが、手作業では処理しきれないほど多くのデバイス、脅威、脆弱性、シグナルに直面し

ている今、タニウムは自律型 IT <Autonomous IT> を現実のものにしています。Omdia（Enterprise 

Strategies Group）による『The Growing Role of AI in Endpoint Management』レポートでは、すでに

組織のうち半数が自律型エンドポイント管理を導入、または試行しており、残りのほぼすべての組織も導入を計画

していることが示されています。タニウムが、セキュリティ運用、エクスポージャー管理、エンドポイント管理を単一のプラ

ットフォーム上に統合している点は、こうした自律機能を効果的に機能させるために必要な“コンテキスト”を提供して

います」 

 

RSAC において発表された Tanium Autonomous IT Platform の様々なイノベーションは、AI によって IT 運

用とセキュリティを統合し、加速させたいというニーズに応えるものです。 

 

  セキュリティ運用における AIの進化 

Tanium Guardian Spotlight：AI ツール 

Tanium Guardian は、エンドポイント環境全体で稼働する AI ツールをリアルタイムで可視化することで、AI ガバ

ナンスを強化します。Windows、macOS、Linux の各エンドポイント上に存在する AI ツール、ローカル LLM、

MCP サーバー、AI モデルファイルを特定するとともに、設定不備の可能性がある MCP サーバーなどのリスク指標を

表面化します。 

Tanium Guardian の通知を受け取れば、ユーザーは影響を受けているエンドポイントに絞り込んだダッシュボード

へ即座に切り替え、迅速な調査や監査を行うことができます。 

https://www.rsaconference.com/usa
https://site.tanium.com/rs/790-QFJ-925/images/AR-ESG-Tanium-Endpoint-Management-2025.pdf?_gl=1*sj2i7b*_gcl_au*MzQzMDI1NzQ3LjE3Njg0NDg0MDY.*_ga*ODA4MDIyOTgwLjE3NjA2Njk0MzE.*_ga_J05HLME461*czE3NzQ0NDQ3NDckbzIwNiRnMSR0MTc3NDQ0NTIxMSRqMjkkbDAkaDA.
https://www.tanium.com/autonomous-it-platform/
https://www.tanium.com/releases


Tanium AI：Enrichment および Analysis 

Tanium AI は、新たに「Enrichment（強化）」と「Analysis（分析）」という 2 つの機能カテゴリを追加し、

Tanium プラットフォームから得られる理解を深め、実用的なインサイトを提供します。これらの機能は、Tanium 

Security Operations 内で利用可能となり、アラートやデータセットを、明確で実用的な行動につながるインテリ

ジェンスへと変換します。 

Tanium AI Enrichment 機能は、Tanium Autonomous IT Platform および信頼性の高い外部ソースか

らの豊富なコンテキストを生のエンドポイントデータに付加し、また Analysis 機能は複雑な情報を簡潔なインサイト

洞察、主なインパクト、推奨されるアクションへと集約します。Tanium AI の Enrichment と Analysis 機能によ

り、セキュリティアナリストのスキル向上、意思決定の迅速化、対応スピードの向上を実現し、確信をもってインテリジ

ェンスから行動へとつなげることが可能となります。 

 

  エクスポージャー管理の拡張 

タニウムによるクローズドループ型脆弱性修正 

Tanium Exposure Management は、未実施の修正アクションを対処すべきリスクの優先度に基づいて表示

することで、リスク分析および優先順位付けのインターフェース画面から直接、OS およびソフトウェアのパッチ適用ワ

ークフローを起動できるようになりました。対応が未スケジュールの修復アクションを、それぞれが対応するリスクに基づ

いて優先順位付けして表示します。 

事前にソフトウェア更新情報を入力し、既存の更新パイプラインと比較することで、Tanium Autonomous IT 

Platform はセキュリティチームと IT チーム間の意思決定を加速します。リアルタイムインテリジェンスを基盤とする

Tanium Autonomous IT は、脆弱性の発見、優先順位付け、および修正を一元化することで、運用面とセキ

ュリティ面双方のレジリエンスを強化します。 

 

  エンドポイント管理の拡張 

OT（Operational Technology）用エンドポイント管理 

Tanium のエンドポイント管理機能を OT 環境へ拡張することで、従来は孤立して運用されてきた資産に関して

も、リアルタイムインテリジェンスと脆弱性検知を提供します。 

ヒューマン・マシン・インターフェース（HMI）、プログラマブル・ロジック・コントローラー（PLC）、制御・データ収集

（SCADA）システムなどの OT システムを Tanium Autonomous IT Platform に統合することで、Tanium

は IT と産業オペレーションを横断した統合ビューを提供します。この融合により、運用面でのレジリエンスおよびセキ

ュリティを強化し、重要インフラに対しても、現代的な IT 環境に求められるスピード、洞察力、適応力を同様に提

供します。 

 

ServiceNow用 Tanium AI エージェント 

ServiceNow の Now Assist に直接組み込まれたこの Tanium エージェントは、エンドポイントのリアルタイムイン

テリジェンスを調査・分析する IT インシデントのワークフローを自動化します。インシデント発生時には、ヘルプデスク

担当者に対して推奨される修正オプションを提示します。 

単一のチャットインターフェースから、管理者は正確な回答を得て、デバイスの再起動やソフトウェアのアンインストー

ルといった推奨されるアクションを実行でき、時間のかかる調査作業を不要にします。 



 

タニウムのテクノロジーストラテジーおよび AI 担当シニア・バイスプレジデントであるハーマン・カウアは、次のように述べ

ています。 

「RSAC でタニウムは、AI がセキュリティチームにもたらす価値をさらに拡張しています。リアルタイムのエンドポイントイ

ンテリジェンスを、ガバナンスの効いた、実行可能な成果へと、スピードとスケールをもって変換します。私たちは、脆弱

性や脅威の量と複雑さが増大する中、コンテキストの統合をさらに進め、真に重要な情報を表面化し、「修正のル

ープ」を閉じられるよう、継続的な進化に取り組んでいます」 

 

AI とリアルタイムインテリジェンスを基盤とした、IT とセキュリティのための単一・統合プラットフォームにより、意思決定

の速度を高め、レジリエンスを強化し、コスト削減を実現する方法は、ぜひデモでご体験ください。 

 

 

■タニウムについて 

タニウムは自律型 IT <Autonomous IT> 企業です。 Tanium Autonomous IT は 、AI とリアルタイムのエ

ンドポイントインテリジェンスを駆使し、IT およびセキュリティチームに、組織を「アンストッパブル」な存在にする力を与

えます。 

世界の主要企業の多くが、エンドポイント管理とセキュリティを統合したタニウムの単一プラットフォームを信頼し、より

迅速なイノベーション、強靭性の維持、そしてビジネスを自信を持って前進させています。 

タニウムがどのように自律型 IT <Autonomous IT> でアンストッパブルなビジネスを実現しているかについては、

https://www.tanium.jp/と LinkedIn をご確認ください。   
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ここに記載されている情報は一般的な情報提供のみを目的としています。本情報は、当社が将来の製品、特徴、
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